
明
日
の
空
へ 

S
D
G
s
─
J
A
L
の
取
り
組
み
─
／
第
94
回

豊
か
な
地
球
を
次
世
代
へ
─

Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
実

質
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。省
燃
費
機
材
の
導
入
、新

た
な
燃
料
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
、日
々
の
運
航
で
の
工
夫
な

ど
、そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

C
O
2
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す

　

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
排
出

な
し
に
は
飛
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
現

代
の
航
空
機
。
こ
の
Ｃ
Ｏ
２
は
地
球

温
暖
化
の
大
き
な
原
因
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
航
空
運
送
事
業
を
担
う
Ｊ

Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
の
責
務
と
し
て
、
気

候
変
動
へ
の
対
応
は
、
最
重
要
課
題

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
６
月
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル

ー
プ
は「
２
０
５
０
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
」
を
目
指
す
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

①
省
燃
費
機
材
へ
の
更
新
、
②
バ
イ

オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
開
発
促
進
と
活

用
、
③
日
々
の
運
航
で
の
工
夫
、
④

排
出
量
取
引
へ
の
対
応
と
い
う
４
つ

の
柱
を
立
て
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削

減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

省
燃
費
機
材
と
は
、
２
０
１
９
年

に
国
内
線
に
就
航
し
た
エ
ア
バ
ス
Ａ

３
５
０
型
機
や
、
２
０
１
２
年
か
ら

導
入
し
て
い
る
ボ
ー
イ
ン
グ
７
８
７

型
機
と
い
っ
た
、
燃
費
の
よ
い
航
空

機
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
従
来
機
と

比
べ
て
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
15
～
25
％

程
度
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
省
燃

費
機
材
。
こ
れ
ま
で
の
計
画
的
な
導

入
で
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の

２
０
１
９
年
度
末
時
点
の
省
燃
費
機

材
保
有
率
は
、
全
機
材
の
83
％
程
度

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
省
燃
費

機
材
へ
の
更
新
を
進
め
て
い
く
予
定

で
す
。

　

燃
料
の
質
を
変
え
る
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
ま
す
。
現
行
の
化
石
燃
料

に
比
べ
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
大
幅
に

削
減
で
き
る
「
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃

料
」
の
実
用
化
に
向
け
て
、
米
国
の

会
社
へ
の
出
資
や
、
国
産
バ
イ
オ
ジ

ェ
ッ
ト
燃
料
の
製
造
へ
の
挑
戦
な
ど
、

積
極
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い

ま
す
（
国
産
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料

に
つ
い
て
は
本
誌
10
ペ
ー
ジ
「
Ｊ
Ａ

Ｌ
が
取
り
組
む
新
し
い
空
へ
の
挑

戦
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

日
々
の
運
航
で
の
工
夫
も
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
正
確
な
積
載
量
の
算
出
と

燃
料
搭
載
、
空
気
抵
抗
を
減
ら
す
運

航
方
式
や
飛
行
ル
ー
ト
の
策
定
、
一

部
の
空
港
で
の
連
続
降
下
方
式
に
よ

る
ス
ム
ー
ズ
な
着
陸
、
地
上
で
の
片

側
エ
ン
ジ
ン
停
止
、
定
期
的
な
エ
ン

ジ
ン
洗
浄
、
夏
場
の
日
よ
け
活
用
に

よ
る
機
内
の
温
度
管
理
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
が
、一
便
一
便
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
左
右
し
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
10
月
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル

ー
プ
は
日
本
経
済
団
体
連
合
会
（
経

団
連
）
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」

に
も
参
画
し
、
具
体
的
な
取
り
組
み

を
公
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
先
駆

け
て
２
０
２
０
年
９
月
に
は
、
Ｊ
Ａ

Ｌ
が
加
盟
す
る
「
ワ
ン
ワ
ー
ル
ド 

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
も
、
航
空
連
合
と

し
て
世
界
で
初
め
て
、
２
０
５
０
年

ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を

目
指
す
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
日

本
全
体
、
世
界
全
体
で
ベ
ク
ト
ル
を

あ
わ
せ
て
温
暖
化
問
題
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
こ
の
地
球
規
模
の
危
機
に

よ
う
や
く
向
き
合
え
る
の
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
こ
れ
か
ら
も
、

全
社
的
な
取
り
組
み
に
加
え
、
世
界

と
の
連
携
、
今
後
発
明
・
開
発
さ
れ

る
技
術
の
積
極
的
な
導
入
や
、
排
出

量
取
引
の
仕
組
み
も
組
み
合
わ
せ
な

が
ら
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を

実
現
し
、
豊
か
な
地
球
を
次
世
代
に

引
き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。

気
候
変
動
への
対
応
の
４
本
柱

具
体
的
な
取
り
組
み

世
界
規
模
で
の
連
携

あなたにもできる
温暖化対策

取り組みの柱は4つ

距離

高
さ

　JALグループは企業としてのCO2削
減の取り組みに加え、お客さまにもご
参加いただける「JALカーボンオフセッ
ト」の取り組みを2009年より行ってい
ます。左記のWebサイトにアクセスし、
発着地を入力すると、そのフライトで
排出されたCO2相当分の間伐推進プ
ロジェクト（熊本）や、森林破壊防止
プロジェクト（インドネシア）への資金
援助が可能です。
　ご協力いただいたCO2削減量につ
きましては、JALグループではなく、お客
さま個人、または企業／団体のCO 2

削減量としてカウントされます。地球
のために、この「JALカーボンオフセッ
ト」もご活用ください。

定期的なエンジン洗浄で、燃費の維持向上を実現。 運航方式の工夫で、CO2排出量を削減。

w
w

w
.jal.bluedotgreen.co.jp/jp/hom

e

今 回のテーマに該 当 する目標

2015年9月、全国連加盟国（193カ国）により「持続可能な開発目標
（Sustainable Development Goals : SDGs）」が採択されました。2030
年までに、貧困や気候変動、平和的社会などの17の目標を達成す
べく、JALグループも社会の課題解決に取り組んでいきます。

２０５０年までに実質ゼロへ

連続降下方式通常の降下方式
水平飛行時のエンジン推力が
大きいため、音が大きく、
CO2排出量も多い

エンジン推力を絞った
スムーズな降下により、
騒音軽減、CO2排出量削減

省燃費
機材への
更新

バイオジェット
燃料の
開発促進と
活用

日々の
運航での
工夫

排出量
取引への
対応

2019年

2019年度
総排出量

CO2総排出量 需要成長

2030年 2050年

およそ
915万
トン

実
質
ゼ
ロ
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